
● 販促物の効率的な発注
販促物は、必要量が必ずしも事前に明らかにならないという特性があ

ります。そのため、製作した販促物の数量と、実際に使用する数量との
間にギャップが生じるという課題があります。そこでファイントゥデイで
は、営業部門とマーケティング部門の連携の在り方を見直し、実際の売
場の情報を多く持つ営業部門が、販促物の数量に関する意思決定を行
う体制を整備。販促物を効率的に活用することで、無駄の削減を図って
います。

　ファイントゥデイグループは、「ファイントゥデイグループ 環境基本方
針」を定め、持続可能な社会の実現に貢献することを目指しています。
循環型社会の実現は、気候変動問題への対応と同様、重要な経営課題
の一つです。中長期ビジョン「Fine Today & Tomorrow 2030」に沿って、
資源の効率的な利用やリサイクルに注力しています。

　ファイントゥデイは、容器包装リサイクル法に基づき、製品容器に使用
した資材の量を毎年算定し、同法で定められた指定法人へリサイクルを
委託しています。また、容器包装のリサイクルを促進するため、製品には
パッケージに使用した資源の種類に関する情報を記載しています。

　ファイントゥデイは、小売店などでの製品販売をサポートする各種の
販売促進ツールを製作しています。こうした販促物は、売場でお客さま
に製品の情報や世界観を伝えたり、陳列を補助したりする重要な役割を
担っています。
　しかし販促物は、使用が終わると廃棄され、予定どおりに使用されず
に廃棄されるケースもあります。そこで販促物の廃棄量の削減や、販促
物に使用する素材の変更を積極的に推進しています。

　ファイントゥデイでは、販促物とその関連資材の廃棄量の削減に取り
組んでいます。

基本方針

容器包装における取り組み

循環型社会形成への取り組み 

環境

販促物の廃棄量の削減

● 不要なものの滞留をなくす活動
これまで販促物在庫が長期滞留するという問題がありました。そこで、

活用が見込めない販促物については廃棄することとし、活用開始の翌
日から実際に使うものと使わないものを分別。使わないものは毎月計
画的に廃棄処理する対応を数年間かけて実施してきました。これにより、
長期滞留する販促物の削減とともに販促物全体の廃棄量の削減につな
がっています。

販促物における取り組み

　販促物配送の効率化によるトラック利用量の削減に取り組んでいます。
従来、販促物の店舗への配送は、業界各社と同様に単独で行っていまし
たが、2019 年 6 月以降、ライオン（株）、ユニ・チャーム（株）と同じ日に同
一の店舗に販促物を届ける際は同一梱包での共同配送を実施。梱包
材の使用量削減に加え、配
送の効率化によってトラッ
ク利用量が削減され、物流
由来のCO2 排出量の削減
にもつながっています。

3 社の販促物を同一梱包した配送段ボール

販促物配送の効率化

参照 P26　Focus 1　環境に配慮した製品開発

※ 2021 年 7 月以前の取り組みについては、（株）資生堂のパーソナルケア事業におけるものを記載。
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